
県
道

道
路
の
種
類

第

千

九

百

二

十

六

号

平

成

二

十

年

三

月

四

日

土
岐
市

停
車
場

細

野
線

路
線
名

土
岐
市
土
岐
津
町
土
岐
口
字

茶
屋
二
一
七
九
番
一
七
地
先

か
ら

同

市
同

町
同

字

同

二
一
七
九
番
九
地
先
ま

で
区

間

後 前 区
域
変
更
前
後
別�･�〜��･� �･�〜��･� 敷

地
の
幅

員(

メ
ー
ト

ル)

(

火
曜
日)

��･� ��･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

備

考

目

次

告

示

○
道
路
の
区
域
変
更

(

道
路
維
持
課)

一
六
一
ペ
ー
ジ

○
道
路
の
供
用
開
始

(

同

)

一
六
一

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
等
(

選
挙
管
理
委
員
会)

一
六
二

公

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
に
関
す
る
件

(

商
業
流
通
課)

一
六
二

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
決
定

(
農
地
計
画
課)

一
六
三

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分

(
同

)

一
六
四

○
平
成
二
十
年
二
級
建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
の
実
施

(

建
築
指
導
課)

一
六
四

○
可
児
都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧

(

都
市
政
策
課)

一
六
五

○
猟
銃
等
講
習
会
の
開
催

(

生
活
環
境
課)
一
六
六

告

示

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
六
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
四
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持
課

及
び
岐
阜
県
多
治
見
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
七
号

道
路
法(
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
四
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持
課
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阜

県

公

報

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
年
三
月
四
日



飛�
市

市
町
村
名

一
般
国
道

道
路
の
種
類

百
五
十
八

号 路
線
名

飛�
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

ス
ピ
リ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル

施
設

の
名

称

高
山
市
清
見
町
夏
厩
字
石
飛
南
平

七
三
九
番
の
三
地
先
か
ら

同

市
同

町
同

字
曲
洞
七
三

五
番
の
一
地
先
ま
で

区

間

飛�
市
古
川
町
若
宮
２
丁
目
１

番
63号

所
在

地

���･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

平
成
��･�･�� 供

用
開
始

の
期
日

702人

収
容
人
員

平
成
��･�･� 備

考

(

区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か)

飛�
市
友
雪
館
ア
リ
ー
ナ

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
船
津
座

多
目
的
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

飛�
市
河
合
町
稲
越
2877番

地
１ 飛�
市
神
岡
町
船
津
1130番

地
１

400人

250人

105人
及
び
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
一
号

公
職
選
挙
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号)

第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
個
人

演
説
会
、
政
党
演
説
会
及
び
政
党
等
演
説
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
旨
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

大

松

利

幸

指
定
し
た
施
設

公

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
に
関
す
る
件

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模

小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
届
出
書
等
は
平
成
二
十
年
三
月
四
日
か
ら
四
月
間
岐
阜
県
産
業
労
働
部
商
業
流
通
課
及

び
中
濃
振
興
局
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

ま
た
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
こ
の
公
示
の
日
か
ら
四
月
以
内
に
岐
阜
県
に
対
し
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

届
出
年
月
日

平
成
二
十
年
二
月
二
十
二
日

二

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称

フ
ク
タ
ル
株
式
会
社

三

建
物
の
名
称
及
び
所
在
地

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
お
か

加
茂
郡
八
百
津
町
八
百
津
四
二
五
〇
番
地
の
一

四

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
日

平
成
二
十
年
十
月
二
十
三
日
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五

店
舗
面
積

一
、
四
〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル

六

駐
車
場
の
収
容
台
数

六
一
台

七

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積

一
七
四
平
方
メ
ー
ト
ル

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
土
地
改
良
事
業
小
坂
地
区
中
重
工
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
次
の
と
お
り
換
地
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

縦
覧
期
間

平
成
二
十
年
三
月
四
日
か
ら

同

年
四
月
二
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

下
呂
市
小
坂
振
興
事
務
所
前
掲
示
場

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
土
地
改
良
事
業
小
坂
地
区
彦
七
垣
内
工
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
次
の
と
お
り
換
地
計
画
書
の
写
し
を
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

縦
覧
期
間

平
成
二
十
年
三
月
四
日
か
ら

同

年
四
月
二
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

下
呂
市
小
坂
振
興
事
務
所
前
掲
示
場

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
土
地
改
良
事
業
小
坂
地
区
無
数
原
工
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
次
の
と
お
り
換
地
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

縦
覧
期
間

平
成
二
十
年
三
月
四
日
か
ら

同

年
四
月
二
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

下
呂
市
小
坂
振
興
事
務
所
前
掲
示
場

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
土
地
改
良
事
業
小
坂
地
区
松
原
工
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
次
の
と
お
り
換
地
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

縦
覧
期
間

平
成
二
十
年
三
月
四
日
か
ら
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同

年
四
月
二
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

下
呂
市
小
坂
振
興
事
務
所
前
掲
示
場

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
土
地
改
良
事
業
小
坂
地
区
稲
倉
工
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
次
の
と
お
り
換
地
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

縦
覧
期
間

平
成
二
十
年
三
月
四
日
か
ら

同

年
四
月
二
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

下
呂
市
小
坂
振
興
事
務
所
前
掲
示
場

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
土
地
改
良
事
業
小
坂
地
区
郷
石
原
工
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
次
の
と
お
り
換
地
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

縦
覧
期
間

平
成
二
十
年
三
月
四
日
か
ら

同

年
四
月
二
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

下
呂
市
小
坂
振
興
事
務
所
前
掲
示
場

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
土
地
改
良
事
業
南
飛
騨
萩
原
地
区
ワ
ラ
ビ
ノ
工
区
の
換
地
処
分
を
平
成
二
十
年
二
月
十
四
日
に
し

た
の
で
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

○
平
成
二
十
年
二
級
建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
の
実
施

建
築
士
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号)

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
二
級
建

築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
岐
阜
県
建
築
士
法
施
行
細
則

(

昭
和
二
十
五
年
岐
阜
県
規
則
第
五
十
七
号)

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
ま
す
。

な
お
、
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
は
、
建
築
士
法
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岐

阜
県
指
定
試
験
機
関
で
あ
る
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

期
日
及
び
時
間

１

二
級
建
築
士
試
験

学
科
の
試
験

平
成
二
十
年
七
月
六
日(

日)

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
十
分
ま
で

設
計
製
図
の
試
験

平
成
二
十
年
九
月
十
四
日(

日)

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

２

木
造
建
築
士
試
験

学
科
の
試
験

平
成
二
十
年
七
月
二
十
七
日(

日)

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
十
分
ま
で
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設
計
製
図
の
試
験

平
成
二
十
年
十
月
十
二
日(

日)

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

二

試
験
地

１

学
科
の
試
験

岐
阜
市
柳
戸
一
番
一

岐
阜
大
学

２

設
計
製
図
の
試
験

岐
阜
市
柳
戸
一
番
一

岐
阜
大
学

三

受
験
申
込
手
続

１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
以
降
に
二
級
建
築
士
試
験
又

は
木
造
建
築
士
試
験
の
受
験
申
込
を
し
た
者
の
う
ち
、
試
験
申
込
に
必
要
な
個
人
情
報
の
使
用
に

つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
承
諾
し
て
い
る
も
の
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ

受
験
申
込
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間

平
成
二
十
年
四
月
一
日(

火)

か
ら
四
月
七
日(
月)

ま
で

受
付
開
始
日
の
午
前
十
時
か
ら
受
付
最
終
日
の
午
後
四
時
ま
で

ロ

受
験
申
込
方
法

財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.jaeic.jp/)

に

お
い
て
、
必
要
な
事
項
を
入
力
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

２

受
付
場
所
に
よ
る
受
験
申
込

イ

受
験
申
込
受
付
期
間
、
受
付
時
間
及
び
受
付
場
所

平
成
二
十
年
四
月
十
四
日(

月)

か
ら
四
月
十
八
日(

金)

ま
で

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

岐
阜
市
六
条
南
二
丁
目
一
一
番
一
号

岐
阜
産
業
会
館

ロ

受
験
申
込
方
法

受
験
申
込
書
は
、
三
の
２
の
イ
の
受
付
場
所
に
申
込
者
本
人
が
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
遠
隔
地
で
直
接
申
込
み
が
で
き
な
い
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
で
、
勤

務
先
の
証
明
書
又
は
住
民
票
が
添
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
郵
送
を
認
め
ま
す
。
郵
送
の

場
合
は
、
申
込
受
付
最
終
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
で
、
所
要
の
郵
便
切
手
を
は
っ
た
あ
て

先
明
記
の
受
験
票
返
送
用
封
筒
を
同
封
し
、
必
ず
書
留
速
達
と
し
、
左
記
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。〒

五
〇
〇
―
八
〇
七
六

岐
阜
市
司
町
一

岐
阜
総
合
庁
舎
内

社
団
法
人
岐
阜
県
建
築
士
会

３

学
科
試
験
の
免
除

平
成
十
八
年
又
は
平
成
十
九
年
に
実
施
し
た
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
に
お
い

て
学
科
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
合
格
し
た
試
験
に
係
る
本
年
の
学
科
試
験

を
免
除
し
ま
す
。

四

合
格
者
の
発
表

平
成
二
十
年
十
二
月
四
日(

木)

の
予
定

な
お
、
学
科
の
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
二
級
建
築
士
は
平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日(

火)

木
造
建
築
士
は
平
成
二
十
年
九
月
九
日(

火)

の
発
表
の
予
定

五

そ
の
他

１

設
計
製
図
の
試
験
の
課
題
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
一
日(

水)

頃
か
ら
財
団
法
人
建
築
技
術

教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
東
海
北
陸
支
部
及
び
社
団
法
人
岐
阜
県
建
築
士
会
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
と

と
も
に
、
学
科
の
試
験
の
試
験
場
に
掲
示
し
ま
す
。

２

受
験
に
際
し
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
何
ら
か
の
措
置
を
希
望
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
受

験
申
込
時
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

３

こ
の
試
験
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー(

電
話
番

号
〇
三
―
五
五
二
四
―
三
一
〇
五)

又
は
社
団
法
人
岐
阜
県
建
築
士
会(

電
話
番
号
〇
五
八
―
二

六
六
―
五
七
八
六)

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
可
児
都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

可
児
都
市
計
画
道
路

三
・
五
・
八
号

富
士
の
井
線
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同

年

三
月

十
九
日(

木)
平
成
二
十
一
年

一
月
二
十
九
日(

木)
同

年
十
一
月
二
十
七
日(

木)

同

年

九
月
二
十
五
日(

木)

同

年

七
月
三
十
一
日(

木)

平
成

二
十
年

五
月
二
十
九
日(

木)

開

催

年

月

日

同 同 同 同 同 午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

開

催

時

間

ぎ
ふ
森
林
文
化
セ
ン

タ
ー

大
垣
市
民
会
館

可
茂
総
合
庁
舎

ぎ
ふ
森
林
文
化
セ
ン

タ
ー

飛�
総
合
庁
舎

東
濃
西
部
総
合
庁
舎

開

催

場

所

二

縦
覧
場
所

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
及
び
可
児
市
建
設
部
都
市
計
画
課

○
可
児
都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧

都
市
計
画
法(
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

可
児
都
市
計
画
汚
物
処
理
場

三
号

西
可
児
団
地
汚
物
処
理
場

二

縦
覧
場
所

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
及
び
可
児
市
建
設
部
都
市
計
画
課

○
可
児
都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

可
児
都
市
計
画
下
水
道

可
児
市
公
共
下
水
道

二

縦
覧
場
所

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
及
び
可
児
市
水
道
部
下
水
道
課

○
猟
銃
等
講
習
会
の
開
催

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法(

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号)

第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
四
日

岐
阜
県
公
安
委
員
会

委
員
長

鈴

木

嘉

進

一

開
催
す
る
講
習
会
の
種
類

１

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
講
習
会(

以
下｢

初
心
者
講
習
会｣

と
い
う
。)

２

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
に
対
す
る
講
習
会(

以
下｢

経
験
者
講
習
会｣

と
い
う
。)

二

初
心
者
講
習
会

講
習
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所

当
日
の
受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
と
す
る
。

な
お
、
受
講
申
込
者
が
十
人
に
満
た
な
い
と
き
は
、
開
催
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

三

経
験
者
講
習
会

第１９２６号 岐 阜 県 公 報 平成20年３月４日 ( 166 )



同

年

十
月

三
十
日(

木)

同

年

十
月

十
六
日(

木)

同

年

十
月

九
日(

木)

同

年

十
月

二
日(

木)

同

年

九
月

十
八
日(

木)

同

年

九
月

四
日(

木)

同

年

八
月
二
十
八
日(

木)

同

年

八
月

七
日(

木)

同

年

七
月
二
十
四
日(

木)

同

年

七
月

十
七
日(

木)

同

年

七
月

三
日(

木)

同

年

六
月
二
十
六
日(

木)

同

年

六
月

十
二
日(

木)

同

年

六
月

五
日(

木)

同

年

五
月
二
十
二
日(
木)

同

年

五
月

十
五
日(

木)

同

年

五
月

一
日(

木)

同

年

四
月

十
七
日(

木)

平
成

二
十
年

四
月

十
日(

木)

開

催

年

月

日

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

開

催

時

間

恵
那
総
合
庁
舎

中
濃
総
合
庁
舎

揖
斐
総
合
庁
舎

東
濃
西
部
総
合
庁
舎

飛�
総
合
庁
舎

ぎ
ふ
森
林
文
化
セ
ン

タ
ー

恵
那
総
合
庁
舎

郡
上
総
合
庁
舎

可
茂
総
合
庁
舎

下
呂
総
合
庁
舎

大
垣
市
民
会
館

恵
那
総
合
庁
舎

中
濃
総
合
庁
舎

東
濃
西
部
総
合
庁
舎

可
茂
総
合
庁
舎

ぎ
ふ
森
林
文
化
セ
ン

タ
ー

飛�
総
合
庁
舎

恵
那
総
合
庁
舎

大
垣
市
民
会
館

開

催

場

所

同

年

三
月
二
十
六
日(

木)

同

年

三
月

十
二
日(

木)

同

年

二
月
二
十
六
日(

木)

同

年

二
月

十
九
日(

木)

同

年

二
月

五
日(

木)

同

年

一
月
二
十
二
日(

木)

平
成
二
十
一
年

一
月

八
日(

木)

同

年
十
二
月

十
八
日(

木)

同

年
十
二
月

四
日(

木)

同

年
十
一
月

二
十
日(

木)

同

年
十
一
月

十
三
日(

木)

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同

飛�
総
合
庁
舎

ぎ
ふ
森
林
文
化
セ
ン

タ
ー

郡
上
総
合
庁
舎

恵
那
総
合
庁
舎

中
濃
総
合
庁
舎

東
濃
西
部
総
合
庁
舎

大
垣
市
民
会
館

恵
那
総
合
庁
舎

可
茂
総
合
庁
舎

下
呂
総
合
庁
舎

ぎ
ふ
森
林
文
化
セ
ン

タ
ー

講
習
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所

当
日
の
受
付
時
間
は
、
午
後
一
時
か
ら
午
後
一
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

四

受
講
の
申
込
み

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
県
内
の
各
警
察
署
で
猟
銃
等
講
習
受
講
申
込
書
及
び
収
入
証
紙

納
付
書
各
一
通
の
交
付
を
受
け
、
猟
銃
等
講
習
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
写
真(

六

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
三
分
身
、
横
二
十
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
縦
二
十
六
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
も
の)

一
枚
を
添
え
、
収
入
証
紙
納
付
書
に
住
所
及
び
氏
名
を
記
載
の
上
、
受
講
手
数
料
と

し
て
受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
所
定
の
額
に
相
当
す
る
岐
阜
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
、
講
習
受

講
予
定
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
提
出
す
る
こ
と
。

な
お
、
初
心
者
講
習
会
の
受
講
日
時
は
、
講
習
申
込
者
に
猟
銃
等
講
習
会
日
時
等
決
定
通
知
書
に

よ
り
通
知
す
る
。

五

受
講
手
数
料

１

初
心
者
講
習
会

六
、
八
〇
〇
円

２

経
験
者
講
習
会

三
、
〇
〇
〇
円

六

講
習
内
容

１

初
心
者
講
習
会
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一�
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
所
持
に
関
す
る
法
令

三
時
間

二�
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い

二
時
間

２

経
験
者
講
習
会

一�
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
所
持
に
関
す
る
法
令

二
時
間

二�
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い

一
時
間

七

注
意
事
項

１

受
講
者
は
、
筆
記
具
及
び
ノ
ー
ト
を
持
参
す
る
こ
と
。

２

受
講
に
当
た
っ
て
、
係
員
の
指
示
に
従
わ
な
い
者
又
は
受
講
態
度
が
著
し
く
悪
い
者
に
対
し
て

は
、
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

八

そ
の
他

こ
の
講
習
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、
各
警
察
署
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
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平
成
二
十
年
三
月
四
日
印
刷

平
成
二
十
年
三
月
四
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

印
刷
者

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

飯

尾

寛

印
刷
所

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社

定
価
一
か
年
四
八
、
〇
〇
〇
円(

送
料
共)

(

消
費
税
二
、
二
八
六
円
を
含
む
。)


